

大阪大学 D3センター
大規模計算機システム QIQB共同研究特設枠 公募型利用制度申請書
年　　　月　　　日
※本様式は、本センター 大規模計算機システム担当system@cmc.osaka-u.ac.jpまでお送りください。
※注釈等の記載も含め10ポイント以上の文字で記入してください。
※本枠の課題代表者は、大阪大学の常勤の教職員または学生に限ります。
	代表者所属
	

	代表者氏名
	(姓名)
	代表者職名
	

	
	(Surname / Given name)

	
	

	年齢/性別
	年齢　　歳（2027年4月1日時点）　／　男・女

	電話連絡先
	

	E-mailアドレス
	

	住所
	〒


	指導教員
	(代表者が学生の場合に記入)
氏名：　　　　　　　　　E-mailアドレス：



	研究課題名
(日本語)
	



	研究課題名
(英語)
	



	申請する公募枠
	QIQB共同研究特設枠



	1． 計算計画の概要
申請研究課題で利用したい計算機システムについて記載ください。OCTOPUSの1課題あたりの申請資源量上限の目安は、汎用CPUノード群 1,000ノード時間、ストレージ 20TBです。

	OCTOPUSの資源量

	汎用CPUノード
	ノード時間
	ストレージ容量
	TB

	量子計算機の資源量

	Anemone
Urchin
	総ショット数
	
	総ジョブ実行回数
	

	計算内容　（例　OCTOPUSで□□□□法による前処理（XXXノード時間）を行い、生成したNN量子ビットの量子回路を量子計算機でZZZショット実行し、その結果をOCTOPUSで後処理する反復をYYY回実行する。）

	（３．の計算計画に記載した内容をスペースが許す範囲で要約して記入してください。）





	２．研究課題の概要
QIQBの量子計算機と本センターの大規模計算機システムを連携して活用する研究課題の学術的背景、目的・意義、研究計画、探索的・萌芽的な研究としての位置付け、期待される成果および今後の研究展開を、それぞれの位置付けが分かるように記述してください。特に、QIQBとの共同研究としての位置付け、および、量子計算機と大規模計算機システムを連携して利用する必要性を明確に記述してください。また、前年度の公募型利用制度に採択されている場合は、その成果についても記述してください。採択審査は申請書に記載された事項にのみ基づいて実施します。専門分野以外の方が審査を行う場合があるので分かりやすく記述してください。図表を用いても構いません。なお、スペースが不足する場合は記述欄を拡張して構いません。

	





	３．計算計画
本欄の記載に基づき計算資源が割り当てられます。以下の(a)および(b)に分けて、研究計画と関連付けて記入してください。
(a) 大規模計算機の利用計画：利用を想定するノード数、メモリ量、計算時間、および、必要なディスク容量など。大規模な計算結果、観測データ等の処理が必要となる場合、一回の出力で生じるファイル数及びファイルサイズ（個々のファイル、および、合計サイズ）、出力頻度、それに対する方策についても簡単に説明してください。
(b) 量子計算機の利用計画：量子ビット数、回路の規模（ゲート数、回路の深さ等）、ショット数、ジョブの実行回数、想定する利用時間など。
スペースが不足する場合は記述欄を拡張して構いません。

	



	４．利用者リスト
　※代表者も含め、大規模計算機システムまたは量子計算機を利用する者を記入すること。量子計算機を利用できるのは大阪大学の構成員に限ります。

	１
	(フリガナ)
	
	職　　名
	
	研究分野
	

	
	氏　　　名

	
	所　　属
	

	
	満年齢
	
	メールアドレス
	

	
	量子計算機
	利用する・しない

	２
	(フリガナ)
	
	職　　名
	
	研究分野
	

	
	氏　　　名

	
	所　　属
	

	
	満年齢
	
	メールアドレス
	

	
	量子計算機
	利用する・しない

	３
	(フリガナ)
	
	職　　名
	
	研究分野
	

	
	氏　　　名

	
	所　　属
	

	
	満年齢
	
	メールアドレス
	

	
	量子計算機
	利用する・しない

	４
	(フリガナ)
	
	職　　名
	
	研究分野
	

	
	氏　　　名

	
	所　　属
	

	
	満年齢
	
	メールアドレス
	

	
	量子計算機
	利用する・しない

	５
	(フリガナ)
	
	職　　名
	
	研究分野
	

	
	氏　　　名

	
	所　　属
	

	
	満年齢
	
	メールアドレス
	

	
	量子計算機
	利用する・しない



	５．外国人リスト
　※前述の「４．利用者リスト」において外国籍の利用者が含まれる場合にのみ、以下の項目を記述してください。

	外国人の利用申込にあたっては，輸出貿易関連法規に違反しないことを確認しました。（ はい ・ いいえ ）

	１
	氏　　　名
	
	居住年月数
	
	国　　　籍
	

	
	現居住地
	

	２
	氏　　　名
	
	居住年月数
	
	国　　　籍
	

	
	現居住地
	

	３
	氏　　　名
	
	居住年月数
	
	国　　　籍
	

	
	現居住地
	

	４
	氏　　　名
	
	居住年月数
	
	国　　　籍
	

	
	現居住地
	

	５
	氏　　　名
	
	居住年月数
	
	国　　　籍
	

	
	現居住地
	



	６．研究体制
研究体制が研究目的遂行の観点から妥当であるかどうかについて、前述の「４．利用者リスト」に記載の利用者の役割、必要性を明確にしつつ、スペースが許す範囲で図表を用いて分かりやすく記述してください。また、QIQB側研究者に期待する助言・支援の内容を記述してください。必要に応じて、アドバイザーや指導教員など、「４．利用者リスト」に記載されていない（大規模計算機システムを利用しない）課題参加者についても記述して構いません。大阪大学の構成員以外の課題参加者がいる場合は、その役割（大規模計算機システムのみを利用）を明確にしてください。

	




	７．JHPCN/HPCIの応募状況
　※本項の記述内容が審査に影響することはありません。

	2027年度課題
	□JHPCN応募済み	□HPCI応募済み		□応募していない
研究課題名：



	８．JHPCN構成機関が実施する今年度の公募型利用制度への応募状況
他のJHPCN構成機関が2027年度に実施する公募型利用制度に応募している場合、応募機関名、課題名を明記した上で、本申請書での課題との関係を簡潔かつ明確に説明してください。

	



	９．前年度の公募型利用制度採択課題との関係
2026年度に本制度で課題採択されている方は、本申請書の課題との関係を簡潔かつ明確に説明してください。

	



	１０．研究実績・論文業績リスト
過去5年間の、本研究課題に関連する主な研究実績・論文業績リストを作成してください（量子計算・量子アルゴリズムに関する研究や、スーパーコンピュータを利用した研究など）。大阪大学D3センターのSQUID・OCTOPUSを利用し、謝辞に記載があるものに関しては、論文を添付してください。

	



